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嫌な仕事を「始められない」脳回路を解明 
―⾏動開始を抑える「やる気ブレーキ」を発⾒― 

 
概要 
私たちは⽇常⽣活の中で、クレーム対応の電話をかけるのを先延ばしにしてしまう、厳しい上司からの仕事に
なかなか⼿がつかない、といった「嫌な仕事」の⼀歩⽬が出ない場⾯をよく経験します。しかしながら、こう
した現象の裏側にある脳の機能は明らかとなっていませんでした。 

京都⼤学⾼等研究院ヒト⽣物学⾼等研究拠点（WPI-ASHBi）⾬森賢⼀ 主任研究者、オ・ジョンミン 同研究
員、⾬森智⼦ 同研究員、⾼⽥昌彦 ヒト⾏動進化研究センター教授（現、同名誉教授）、井上謙⼀ 同助教（現、
名古屋市⽴⼤准教授）、⽊村慧 東北⼤学助教らの研究グループは、マカクザルに報酬のみの課題とストレスの
⾼い課題を⾏わせ、試⾏を「始めようとするかどうか」で⾏動開始の意欲を調べ、さらに脳の腹側線条体（VS: 
Ventral Striatum）<注 1>と腹側淡蒼球（VP:Ventral Pallidum）<注 2>を結ぶ神経経路（VS‒VP 経路）を化学遺伝
学<注 3>と呼ばれる⼿法で選択的に抑制し、ストレスによってなかなか始めることのできなかった課題が、ため
らわずに⾏えるようになることを⾒出しました。これは、VS‒VP 経路が、ストレスがかかったときに⾏動開始
の意欲を下げる「やる気ブレーキ」として働くことを⽰しています。この仕組みを理解することで、うつ病な
どで⾒られる⾃発的な意欲の低下の原因解明や、新しい治療法の開発につながる可能性があります。 
本成果は、2026 年 1⽉ 9⽇午前 11時（⽶国東海岸標準時、⽇本時間 1⽉ 10⽇午前 1時）に学術誌「Current 
Biology」にオンライン掲載されました。 
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図１ 嫌な課題だけ⾏動開始を抑える VS‒VP 経路。サルに報酬だけの課題と、報酬と罰の嫌な課題を⾏わせ、VS‒VP 経路を化

学遺伝学で抑制しました。報酬だけの課題では意欲は変わりませんが（A）、嫌な課題では低下していた⾏動開始の意欲が回復し

（B）、VS‒VP 経路が「仕事の⼀歩⽬」を⽌めるブレーキとして働くことが⽰されました（C）。 
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<研究の背景>  
 私たちは⽇常⽣活のなかで「嫌な仕事」の⼀歩⽬が出ない場⾯をよく経験します。例えば、クレーム対応
の電話をかけるのを先延ばしにしてしまう、ミスをすると上司に怒られそうな報告書づくりになかなか⼿が
つかない、厳しい評価が予想される発表準備が進まない、といった状況です。 
このように、「嫌なことに対してやる気が出ない」「やらなければいけない」と頭では分かっているのに、ど
うしても⼀歩⽬が踏み出せない状態が極端な場合、医学的には⾃発意欲の低下（avolition）と呼びます。う
つ病や統合失調症の陰性症状、パーキンソン病などでは、この⾃発意欲の低下が強く現れ、⽇常⽣活や社会
⽣活に⼤きな⽀障をきたすことが知られています。 
近年の脳科学や⼼理学の研究では、脳は⾏動を起こす前に「どれくらい⼤変か」という課題の負担を⾒積も

り、その⾒積もり（エフォート）に応じて⾏動するかどうかを調整していると考えられてきました。しかし、
「よしやろう」と⾏動を始めるやる気のスイッチを、脳がどのようにエフォートに基づいて制御するのか、と
いう神経メカニズムは⼗分にわかってはいませんでした。そこで本研究では、化学遺伝学を⾼度な知性を有す
るマカクザルに適⽤し、特定の神経経路だけを選択的に抑えることで、⾏動開始を制御する回路の役割を明ら
かにすることを⽬指しました。 
<研究⼿法・成果>  
 本研究ではまず、⼆種類の課題をサルに訓練し、その意欲を⽐較しました。１つ⽬は、ご褒美の⽔だけが変
化する「報酬だけの課題」です（図１A）。２つ⽬は、ご褒美の⽔に加えて、顔に⾵（エアパフ）がかかる罰も
同時に予告される「嫌な課題」です（図１B）。サルは画⾯に出る合図を⾒て、その課題を開始するかどうかを
⾃分で決めます。私たちは、「課題を始めるかどうか」という⾏動の⼀歩⽬を指標にして、⾏動開始の意欲を
定量的に調べました。単に「どちらを選ぶか」という選択だけでなく、「そもそもやり始めるかどうか」とい
う⾏動開始も分けて調べられる点が、この意欲評価⽅法の特徴です。 
次に、神経経路を特異的に操作できる化学遺伝学的⼿法を⽤い、腹側線条体と腹側淡蒼球を結ぶ神経経路

（VS‒VP 経路）を介して伝わる神経活動を選択的に抑制しました（図 2）。まず、「報酬だけの課題」では、こ
の経路を抑制しても、課題の開始に変化は認められませんでした（図１A）。⼀⽅、「嫌な課題」では、この回

路を抑制しない時には、課題の⼀歩⽬をな
かなか踏み出さず、「報酬だけの課題」と⽐
べ、課題の開始が強く抑えられていました。
次に、化学遺伝学的⼿法によって VS‒VP
経路を抑制すると、「嫌な課題」でも課題を
すぐに始めるようになり、「仕事の⼀歩⽬」
が出やすくなることが分かりました（図１
B、図２）。これらの結果から、VS‒VP 経路
は、ストレスの⾼い課題をやらないといけ
ないときに、「よし、やろう」と⾏動を始め
るエンジンにブレーキをかける、⾏動開始
の「やる気ブレーキ」として働いているこ
とが⽰されました（図１C）。⼀⽅、VS‒VP
経路が働かなくなると、⾏動の抑制がうま

くいかなくなっていることが⽰唆されました。これは、嫌な課題でのエフォートが、⾏動を起こすかどうかを

 
 
 
 
 
 
 
図２ 化学遺伝学による経路選択的な神経回路操作 腹側線
条体の神経細胞（MSN）にウイルスベクターで⼈⼯受容体を導
⼊し、投射先である腹側淡蒼球（VP）に作動薬 DCZ を局所投
与することで、腹側線条体から腹側淡蒼球への信号を選択的に
遮断しました。 
 



 
 

決定する⾏動開始のメカニズムを、神経回路レベルで初めてとらえることができた成果です。 
興味深いことに、ご褒美と罰の組み合わせに対する「好き嫌い」や「得か損か」という価値判断や選択その
ものは、ほとんど変化しませんでした。また、課題を⾏っているあいだ VS は、嫌な課題では神経活動が⾼ま
り、エフォートを検出していると考えられました。⼀⽅、VP は、⾏動開始の意欲が低下したときに活動が変
化し、VS と VP で神経活動の役割が異なることが分かりました（図１Ｃ）。このように、化学遺伝学によっ
て VS‒VP 経路を特異的に抑制したところ、⾏動課題の開始に選択的な影響が現れました。これにより、エフ
ォートに応じて⾏動開始を調整する VS‒VP 経路の役割を、経路レベルで明確に⽰すことができました。 

<展望>  
 今回の研究から、VS‒VP 経路が嫌な課題に対して、⾏動を開始するブレーキに関わっていることが明らか
となりました。さらに、この VS-VP 経路はうつ病や統合失調症の陰性症状などで認められる、⾃発意欲の強
い低下に関わっている可能性が⽰され、今後病態理解が進むことが期待されます。また、VS‒VP 経路の働き
が弱くなりすぎると、本来ならやる気を出してはいけないほどストレスが⾼い環境でもブレーキがかからず、
いわゆるバーンアウト（燃え尽き症候群）につながる可能性もあります。つまり、この回路は過剰な意欲の低
下と、過剰な頑張りの両⽅に関わる神経回路だと考えられます。 
 現代社会では、過重労働や将来不安などによってストレスを抱える⼈が増えており、「やらなければいけな
い」と分かっていても動き出せないことに悩む⼈も少なくありません。将来的には、脳深部刺激や⾮侵襲的な
脳刺激、薬物療法などを通じて、この経路の働きを「かかりすぎたブレーキを少しゆるめる」⽅向に調整する
ことで、意欲低下の改善につなげられる可能性があります。⼀⽅、やる気ブレーキをむやみに弱めると、過度
なリスクテイクに伴う危険な⾏動を招いたり、⾼いストレスの環境でも仕事をやめられないバーンアウトにつ
ながったりするおそれがあります。そのため、どの程度まで介⼊するのが望ましいのかについては、慎重な検
証と倫理的な議論が必要です。 
 本研究は、脳の中でこのブレーキの強さを適切に調整することが、やる気をちょうどよく保つうえで重要で
あることを⽰しています。今後は、意欲を「無理に上げる」のではなく、ストレスと向き合いながらも⾃分ら
しく⽣きられるよう⽀援するにはどうすればよいのかについて、社会全体で議論を深めていくことが重要だと
考えられます。 
 
<研究プロジェクトについて> 
本研究は、内藤記念科学振興財団（KA, SA）、武⽥科学振興財団（KA, SA）、上原記念⽣命科学振興財団（KA）
からの研究助成に加え、⽇本医療研究開発機構（AMED）JP24gm6910012（KA）、JP24wm0625210（KA）、
JP21jm0210081（KA）、JP22dm0207077（MT）の⽀援を受けて実施されました。さらに、⽇本学術振興会 科
学研究費助成事業（JSPS KAKENHI）JP24H02163（KA）、JP21K19428（KA）、JP21H05169（KA）、JP20H03555
（KA）、JP20H05063（KA）、JP22H04998（KA）、JP22H05157（KI）、JP21K07259（SA）、JP21J40030（SA）、
JP19H05467（MT）の⽀援も受けました（KA：⾬森賢⼀、SA：⾬森智⼦、MT：⾼⽥昌彦、KI：井上謙⼀）。 
 
＜研究者のコメント＞ 
⾏動課題の訓練から、化学遺伝学を⽤いた操作実験、神経活動の記録まで、地道な作業をチームのみんなと積
み重ね、「やる気のブレーキ」を担う経路にたどり着きました。これからも粘り強く研究を続けたいと思いま
す。（⾬森） 
研究の過程では困難な局⾯もありましたが、チームの皆と共に⻑年積み重ねてきた取り組みが形となり、意義



 
 

深い成果を得ることができました。本研究の成果が、精神疾患のより繊細で正確な診断・治療、さらには予防
へとつながり、少しでも多くの⼈の助けになることを期待しています。（オ・ジョンミン） 
 
＜⽤語解説＞ 

注1. 腹側線条体（ventral striatum）⼤脳半球の深部にある「線条体」という領域の下側（腹側）に位
置する部分で、報酬・動機づけ・学習などに関わる重要な領域です。腹側線条体の⼀部は「側坐核
（nucleus accumbens）」としても知られています。 

注2. 腹側淡蒼球（ventral pallidum）淡蒼球の腹側に位置し、腹側線条体からの出⼒を受け取る領域で
す。VP は、⼤脳基底核の中でも報酬や動機づけに関わる主要な出⼒核のひとつであり、側坐核か
らの情報を受けて、視床・中脳・辺縁系・前頭前野など、さまざまな脳領域へと信号を伝えること
で、中継および統合の役割を果たします。 

注3. 化学遺伝学（chemogenetics）標的とする神経細胞に、⼈⼯的につくられた受容体（スイッチ）
を遺伝⼦ベクターで導⼊しておき、その受容体にだけ選択的に結合する薬剤を投与することで、
その細胞の活動を⼀時的に制御し、特定の神経回路だけを操作することができます。 
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